
�◆
東
京
◆　

経
済
倶
楽
部
食
堂
の
委
託
先
を　

月
か
ら（
株
）ノ

１０

ア
ス
タ
ッ
フ
に
変
更
し
ま
し
た
。
喫
茶
、
お
食
事
に
新
基
軸
を

加
え
、
旧
来
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

さ
て　

月
の
講
演
会
に
は
、
牧
野
邦
昭
氏
（
摂
南
大
学
経
済

１０

学
部
講
師
＝
石
橋
湛
山
賞
受
賞
記
念
講
演
）、
柴
田
明
夫
氏（
丸

紅
経
済
研
究
所
代
表
）、
菱
沼
久
美
子
氏
（�

�
��
�
��
�
�
�
�

�
�
��
��
��
���
�
�
�

���
��

���
��

代
表
）、
原
田
泰
氏
（
大
和
総
研
顧
問
、
東
京
財
団
上
席

研
究
員
）
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

新
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
）
井
上
純
之
助
氏
、
大

山
稔
氏
、
川
崎
大
八
・
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
レ
ン
ド
証
券　

証
券
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
須
藤
秀
一
郎
・
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
特
別
顧
問
、
野
田
忠
男
・
中
央
不
動
産
特
別
顧
問
、
半
田
隆

志
・
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
主
任
。 
（
塚
田　
紀
史
）

　

経
済
倶
楽
部
便
り

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◆
中
部
◆　

浜
岡
原
発
停
止
問
題
以
来
、
名
古
屋
地
域
の
災
害

対
策
に
改
め
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
当
地
で
は
名
古
屋

城
の
あ
る
熱
田
台
地
の
地
盤
が
固
い
こ
と
が
知
ら
れ
、
徳
川
家

康
も
そ
れ
を
知
っ
て
水
害
に
弱
い
清
洲
か
ら
都
市
機
能
を
移
転

さ
せ
ま
し
た
。
実
際
、
古
代
の
地
図
を
見
る
と
、
名
古
屋
城
が

位
置
す
る
熱
田
台
地
の
西
側
、
つ
ま
り
現
在
の
名
古
屋
駅
周
辺

は
海
で
、
名
古
屋
駅
の
隣
の
駅
名
も
枇
杷
島
で
す
。
そ
こ
で
、

名
古
屋
の
都
市
計
画
で
は
駅
以
東
に
都
市
機
能
を
集
め
る
一
方
、

駅
以
西
は
耐
震
機
能
を
よ
り
強
固
に
す
る
と
い
う
の
が
定
石
で

す
。
名
古
屋
市
助
役
だ
っ
た
田
淵
寿
郎
氏
に
よ
る
戦
争
直
後
の

１
０
０
�
道
路
作
り
な
ど
も
災
害
に
強
い
都
市
作
り
の
一
環
と

も
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
点
が
再
評
価
さ
れ
る
時
、
日
本
の
人

口
の
３
分
の
１
が
集
中
し
、
災
害
時
の
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ

れ
る
首
都
圏
か
ら
の
都
市
機
能
の
移
転
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

月
の
講
演
会
は
長
谷
川
幸
洋
氏
（
東
京
新
聞
論
説
委
員
）、

１０
中
岡
望
氏
（
東
洋
英
和
女
学
院
大
教
授
）、
上
杉
隆
氏
（
フ
リ
ー

ラ
イ
タ
ー
）
の
３
氏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）

１３２


